
 

次期 大田区地域福祉計画（令和６年度～令和１０年度）策定に向けて 

■計画の基本的な考え方 ～第１章で表現～ 

◆計画の基本理念について 

『ともに支えあい 地域力ではぐくむ 安心して暮らせるまち』 

◆大田区らしい地域共生社会の姿について 

現行計画は、「ともに支えあい 地域力で

はぐくむ 安心して暮らせるまち」を基本理

念としています。 

皆さんが、地域社会の一員として、安心し

て、その人らしく、充実した生活を送れるよ

うに、また、多様な主体が連携して、地域力

により、区の様々な地域課題に取組むため

の考え方、方向性を示しています。 

第１章では、計画の基本理念、地域福祉とは、本計画策定の趣旨、大田

区らしい地域共生社会の姿、多様な主体の役割等を丁寧に表現してい

きます。 

地域活動が活発な大田区で、地域住民や

多様な主体が参画し、人と人、人と資源が

世代や分野を超えてつながることで、一人

ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに

創っていく、大田区らしい地域共生社会の

姿を表現し、皆さんと共有します。 
【イメージ案】 

◆多様な主体の役割について 

地域で暮らす皆さん自身が、安心して 

暮らせるよう、行政のみならず、地域福祉

の推進の主体となる地域住民、団体、 

企業等における、地域福祉への自らの 

関わり方や役割の例も示し、皆さんが 

主体的に取組を進めていける計画にして

いきます。 

■区の地域福祉を取り巻く現状と目指すべき方向性 ～第２章で表現～ 

第２章では、次期計画において、地域福祉の推進にあたり、 

現状から見えた必要とされる方向性を示します。 

 
住民同士のつながり、社会的孤立に関する現状 

◆世帯構成において、単身世帯と核家族を合わせると、９割以上を占め、 

特に単身世帯の割合は、上昇傾向にあり、全体の５割を超えています。 

◆自殺・虐待等の様々な問題の要因にもつながる社会的な孤立を 

感じている方がいることも、実態調査の結果から示されています。 

◆調査結果から区民が望む近所づきあいでは、現状と希望にギャップが

あり、より親しい関係を望む方が多くなっています。 

区民の地域活動等への参加に関する現状 

◆住民同士のささえあいのために、自らできることはある 

と答えた方は、８割を超えています。 

◆きっかけや条件が整えば、地域活動等に参加したいと答えた方の 

割合は、８割を超えています。 

◆社会福祉協議会と連携して、地域福祉の活動に参加した企業の数は、 

年々増加傾向にあります。 

区民の生活課題・相談ニーズに関する現状 

◆区民の皆さんが抱える困りごと・課題は、多様化、複合化しています。 

◆区民の皆さんは、区に対し、どの世代からの相談等にも応じることが 

できる体制を求めています。 

次期計画の方向性：孤立を生まない・排除されない地域づくり 

地域における他者とのつながりを作る機会を生み出し、孤立を生まない、 

排除されない地域づくりを目指します。 

 

次期計画の方向性：地域の多様な主体の参画を推進 

区民、地域団体、企業、福祉事業者等の多様な主体が、それぞれの強みに 

応じた地域への参加を推進します。 

次期計画の方向性：包括的な相談支援体制の強化 

区の相談窓口にて、区民の様々な相談を包括的に受け止める体制を強化 

していきます。また、分野横断の多機関連携のチーム支援の強化や包括的な 

支援の視点を持った人材の養成も強化していきます。 
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■次期大田区地域福祉計画の取組みの内容　～第３章で表現～
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基本目標１

つながりが感じることが

できる地域をめざします

１－１ 孤立を生まない・

排除されない地域づくり

社会的な孤立を生まないよう地域や他者とのつながりの機会を生み出し、

多様性を認め合い排除されない地域づくりを目指します。

１ー２ 地域とのつながりと安心が

得られる居場所の拡充
住民同士のつながりや活躍の場、安心できる地域の居場所の拡充に
取組みます。

１ー３ 誰もが優しくなれる

風土の醸成

世代や文化の違い、多様性を認め合い、偏見や差別を生まない意識を

育むための教育や意識啓発を展開します。

基本目標２

誰もが地域に参加できる

共生のまちづくりを進めます

２－１ 地域の多様な主体の

参画の推進

区民、地域団体、企業、福祉事業者等の多様な主体が、それぞれの強みを
生かした地域活動への参加を推進します。

２－２ 連携・協議の支えあいの

ネットワークの拡充

地域の課題解決に向けて、多様な主体による連携・協働のための
ネットワークを広げていきます。

２－３ 助けあいの一歩となる

寄付文化の醸成

人と資源が循環し、地域社会の持続的発展の実現のための寄付文化の
醸成を推進します。

基本目標３

安心して生活できる

地域を支えます

３－１ 包括的な相談支援体制の

強化

区における相談窓口において、区民のあらゆる相談を受け止める体制を
強化していきます。

３－２ 分野横断の多機関連携の

チーム支援の強化

一つの所属・機関では解決が難しい問題について、多機関が
チームとなって困りごとを抱えた区民を支援する体制を強化していきます。

３－３ 包括的な支援の視点を

持った人材の養成

地域共生社会の実現という目標のもと、困りごとを抱えた区民・世帯全体を
包括的に支援する視点を持った人材の養成を行う。

３－４ 権利擁護の推進
経済的・身体的要因などで様々な権利を制限される方々を支援し、
区民皆さんの尊厳が守られ、安心した生活を営めるよう権利擁護の推進を
図っていきます。

３－５ 災害時に備えた

地域づくりの推進

日常における人と人とのつながりを強化し、平素の生活自体を豊かにし、
災害時には、人の命を救う大きな力を発揮することにつなげます。

基本理念 基本目標 施策の方向性

施策の方向性から、区として強化していきたい取組みのほか、社会福祉協議会を中心とした地域住民等の取組みを

一体的に掲載していきます。
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